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公告
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りますが、毎月「陸上競技マガジン」と一体として発行しています。陸上競技に関する啓発記事のほか、
必要に応じて、評議員会、理事会の決定事項、各専門委員会、事務局からの報告、通達も掲載いたしま
す。本時報に掲載した通達は、公式に通達したものと取扱わさせていただきますので、登録競技者は本
時報の掲載内容にご注意下さい。また、陸上競技指導者の方は、所属競技者にお知らせ下さるようお願
い致します。. 公益財団法人日本陸上競技連盟
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滋賀県では、平成36年（2024年）に、第79回国民体育大会の決定
が内々定しております。協会としては10年後の滋賀県の陸上競技を担
うアスリートの育成に全力で取り組んでいくつもりです。また、ロンド
ンオリンピックへの出場や東京国体で優勝した女子棒高跳の我孫子智
美選手、滋賀県出身の桐生祥秀選手は、滋賀が輩出した世界で戦え
るアスリートです。
平成26年度も、滋賀の競技力発展のため努力してまいりますので、

ご支援ご協力をよろしくお願いいたします。
（文責：強化委員長　馬場豊）

一般財団法人滋賀陸上競技協会

ジュニア室内日本新に沸いた60m男子！！　　　　　（大阪城ホール）
2014日本ジュニア室内陸上大阪大会は、２月８、９日大阪城ホール

で開催。ジュニア男子60mでは、桐生祥秀選手（洛南高校）が予選
で６秒63のジュニア室内日本新記録を樹立。決勝でも他を大きく引き
離す６秒59をマーク、新記録を塗り替え、IAAF世界室内陸上での活
躍に期待を膨らませた。また、ジュニア男子三段跳では、山本凌雅選
手（諫早農業高校）が15m71、犬井亮介選手（洛南高校）が15m69と、
ともにジュニア室内日本新記録を樹立、今後の成長が期待される。
５月11日、第1回木南道孝記念陸上競技大会を開催！！

（ヤンマースタジアム長居）
大阪陸協では、ヘルシンキオリンピック110mH代表として活躍した

故木南道孝元会長（元日本陸連名誉会長）の功績を記念し「第１回
木南道孝記念陸上競技大会」を開催します。
木南先生は、旧制四条畷中学（現大阪府立四条畷高校）在学時か

らハイハードル選手として活躍され、昭和14年には日本選手権大会で
優勝。昭和26年には14秒５の日本新記録を樹立、昭和20年代の我が
国を代表するハードラーでした。大阪陸協では、2020東京オリンピック・
パラリンピックを前にハードル選手の強化、育成、とりわけ世界に通
用するジュニア世代の選手の育成を目的として、来る５月11日（日）、
大阪市長居陸上競技場において、男子110mH、女子100mH、男女
400mHを中心とする競技会を開催いたします。多くのご来場をお待ち
しています。 （文責：常務理事　讃岐富男）

一般財団法人京都陸上競技協会

一般財団法人大阪陸上競技協会

例年になく寒い日々が続きますが、皆さま方にはますますご清栄の
ことと存じます。
本協会は今年度で80周年を迎え、11月30日には創立80年記念祝賀
会を開催しました。一般財団法人となって２期目、特別委員会を立ち
上げ、協会運営の不備・不都合を整理し、定款及び運営規則の一部
見直しも完成いたしました。
男子第68回、女子第29回兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会を、２月

２日加古川河川敷コースで開催しました。「駅伝の兵庫」の礎となっ
た由緒ある大会です。一部から三部までが各10チーム、四部は15チー
ムの編成で実施します。中学生が２区間を走り、有力選手もふるさと
選手として各郡市区に帰り、白熱した大会となります。ケーブルテレ
ビが共同で映像を制作し、地区ごとに放映されます。兵庫県民は駅伝
に強い関心があり、全国都道府県駅伝競走大会は県民注目の的となり
ます。
第97回日本陸上競技選手権大会男女20㎞競歩を、２月16日に六甲

アイランド甲南大学周辺公認コースで開催しました。鈴木雄介選手（富
士通）が日本新記録で昨年に続き連覇し、非常に盛り上がった大会と
なりました。
平成26年度競技会は４月12・13日の県記録会に始まり、４月19・
20日には第62回兵庫リレーカーニバルを実施します。アジア競技大会
代表選手選考競技会となっており、選手の高いパフォーマンスが今か
ら楽しみです。

一般財団法人兵庫陸上競技協会

皇后盃第32回全国女子駅伝は１月12日に開催され、京都府チーム
が２時間15分32秒で３年ぶり15回目の優勝を果たしました。開会式
で長崎県チームの森智香子主将が「2020年東京オリンピックへの挑
戦者として、都大路に新たな歴史を刻みたい」と宣誓したように、こ
の女子駅伝から世界へと羽ばたいていく選手が今後も続くことを願う
ものであります。
「京都マラソン2014」は、２月16日に開催されました。当日は好天
に恵まれ、約15,000名のランナーが都大路を駆け抜けました。沿道に
は多くの応援者も出て、京都全体がマラソンで盛り上がった一日とな
りました。今回は「InterFaith駅伝～平和を願う祈りの駅伝」も同時
に行われました。これは、世界のさまざまな宗教関係者が駅伝をして
タスキをつなぎ、世界
平和を希求するという
ものです。４区間10チー
ムが出場し、全チーム
が完走しました。

（文責：広報部長
相模浩史）

京都マラソン男子１位フィニッシュの様子
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昨年の11月15日、陸連主催「キッズアスリート・プロジェクト夢の
陸上キャラバン隊」を三宅小学校で開催頂きました。陸連派遣選手の
わかりやすい説明と楽しみながら行える活動により、陸上競技を含む
身体活動の楽しさを味わった一日でした。今回のような普及活動によ
り競技人口の減少に歯止めをかけるとともに、競技者のすそ野を広げ
る取り組みを積極的に推進したいと考えます。
また、年末に高校生・年始には中高生を対象とした合同練習会を開
催いたしました。近年の競技力低下と選手の他府県流出を防ぐために
中高の指導者が長期展望のもと一体となって選手育成ができるよう指
導の一貫性に取り組んだ研修会でした。

一般財団法人奈良陸上競技協会

昨年11月１日（金）には「キッズアスリート・プロジェクト　夢の
陸上キャラバン隊」が、日本海に浮かぶ離島隠岐の島で開催されまし
た。4名のトップアスリートを招き、西郷・中条・有木・磯・北・五箇・
都万の7校から461名の児童が参加し、西郷小学校のグラウンドで楽
しい指導と、デモンストレーションが行われました。この中から2020
年東京オリンピックの選手が輩出されることを期待して終了しました。
平成26年１月25日（土）・26日（日）に常務理事会並びに理事会を

開催し、栄章受章者と、各専門委員会、専門部の中間報告、26年度
の行事予定について審議しました。理事会後には栄章授与式を行い、
功労章７名、勲功章２名、優秀指導者章13名、優秀選手章25名の方々
に後藤副会長より授与されました。
平成26年４月待ちに待ったトラックシーズンが幕を開けます。４月

６日（日）「第69回宍道湖一周駅伝競走大会」を開催します。松江市
営陸上競技場を発着に７区間61.2kmを１部（市町村対抗）、２部（ク
ラブ等の対抗）、３部（高校対抗）で競います。昨年は68チームの参
加がありました。今年度も風光明媚な宍道湖畔を春風に乗って駆け抜
けて貰いたいと思います。また、４月19日（土）、20日（日）には「吉
岡隆徳記念第68回出雲陸上競技大会」を開催します。日本陸上競技
連盟の後援をいただき、毎年多くの招待選手を招き、男女招待100m、
300m、招待高校男子5000m、招待高校女子3000mのレースを行います。
世界リレーの代表選手選考参考競技会としての開催で、招待選手・地
元選手の活躍を期待しています。 （文責：総務委員長　矢野力）

一般財団法人島根陸上競技協会

３月16日に「鳥取マラソン2014」を開催します。鳥取マラソンとなっ
てからは７回目ですが、その歴史は、当初、倉吉市で開催した日本海
マラソンから数えると30年以上の歴史ある大会です。このたび、県と
市の絶大な支援をいただき、「新生鳥取マラソン2014」として新たな
スタートを切ることになりました。全てがゼロからスタートで、新たな
組織で新たな運営方法を模索しながら、鳥取方式確立に取り組んでい
ます。フルマラソン3,000人は大規模マラソン大会全盛の中、小規模
ですが、毎年500人ずつの参加者の増員を見据え、最終的には5,000
人規模の大会に拡大することを想定しています。今年は申込み開始１
週間で3,000人を超える状況で、ランニング愛好者の増大を実感して
います。コース条件や宿泊のキャパシティ、スタッフ数等の事情から、
このあたりが適正かつ最大の規模と考えています。全国数あるマラソ
ン大会の中でどれだけ魅力ある大会にしていくかが発展のカギと考え
ています。あくまでも日本陸連公認コースにこだわり、かつ鳥取をま
るごと満喫できるコースを設定しました。鳥取砂丘をスタートし、鳥
取市内の美観地区、そして歴史豊かな因幡万葉の里を巡り、鳥取を代
表する芳醇の川、一級河川千代川を横にみて、布勢陸上競技場をフィ
ニッシュとします。記録や順位だけでなく、全身で鳥取を体感してい
ただける大会にしたいと思います。安全で公平な競技運営はもちろん、
一流選手から初心者までがそれぞれ目標を持って走ることができる、
ランナーに優しい大会運営を目指していきます。特に初心者に優しい
大会運営を目指します。 （文責：専務理事　新田明彦）

一般財団法人鳥取陸上競技協会

～27日（日）に紀三井寺公園陸上競技場で開催します。
本大会には、日本のトップアスリートが多数出場予定で、特に女子

４×100mリレー、４×400mリレーの日本選抜メンバーが出場と、男
女混成競技のトップ選手が紀三井寺に集結します。
本県では、2015年に全国高校陸上大会・紀の国わかやま国体を開
催することになっております。この二つのビッグ大会を迎えるに当り
観客増員に目を向けて、本年度の各競技会ごとに、テレビ・ラジオ・
新聞等を通じて観客増員を目指して観戦のしかた、醍醐味、おもしろ
さ等をPRして参りたいと存じます。
全国的にこの問題は共通課題でありますが、世界に通じるトップア

スリートが出場するような国際競技会になれば観客数は増大する傾向
にあります。
このことは、なんと言っても強い日本陸上を構築することが先決で
あるように伺われます。
本陸上競技協会といたしましても組織を挙げてこのPR活動に積極

的に取り組んで参る所存であります。
（文責：総務委員長　中公之）

一般財団法人和歌山陸上競技協会
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◇◆2014年トラック&フィールドシーズンが始まります！◆◇
　今秋、韓国・仁川で開催される第17回アジア競技大会の代表選手を目指すトラック&フィールドシーズンが始まります。2014日本
グランプリシリーズは下記日程で開催されます。2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催が決まり、新たなスターの誕生を、
競技場でお楽しみください！
【2014日本グランプリシリーズ】
第1戦　第62回兵庫リレーカーニバル
大会日：2014年4月20日（日）　会場：ユニバー記念競技場　http://www.haaa.jp
第2戦　2014日本選抜陸上和歌山大会
大会日：2014年4月26日（土）〜27日（日）　会場：紀三井寺公園陸上競技場　http://wariku.com
第3戦　第48回織田幹雄記念国際陸上競技大会
大会日：2014年4月29日（火・祝）　会場：広島広域公園陸上競技場　http://www1.ocn.ne.jp/~hrk34/index.htm
第4戦　第30回静岡国際陸上競技大会
大会日：2014年5月3日（土・祝）　会場：静岡県小笠山総合運動公園エコパスタジアム　http://www2.wbs.ne.jp/~nagata/t&f/

◇◆マラソンに取り組む市民ランナーの安全10か条◆◇
　全国各地でマラソン大会が開催され、マラソンシーズン真っ盛りですが、レース参加に当たっては、下記、「マラソンに取り組む市民
ランナーの安全10か条」をよくお読みの上、ご参加ください。

１．普段から十分な栄養と睡眠をとりましょう。
２．喫煙習慣をやめましょう。
３．メディカルチェックを毎年受けましょう。
４．生活習慣病がある方は、かかりつけ医とよく相談しましょう。
５．計画的なトレーニングをしましょう。
６．気温、湿度に適したウエアの着用と、適切な水分補給をしましょう。
７．胸部不快感、胸痛、冷や汗、フラツキなどがあれば、すぐに走るのを中断しましょう。
８．足、膝、腰などに痛みがあれば、早めに対応しましょう。
９．完走する見通しや体調に不安があれば、やめる勇気を持ちましょう。
10．心肺蘇生法を身につけましょう。

　また、本連盟ウエブサイト・医事委員会のページに「市民マラソン・ロードレース申込み時健康チェックリスト」を掲載しています
（http://www.jaaf.or.jp/medical/healthcheck20130411.pdf）。
　こちらもお読みの上、ご参加ください。

◇◆メールマガジン配信中！◆◇
　日本陸連公式メールマガジン「JAAFアスレティックメール」を好評配信中です。
　登録は　http://mm.jaaf.or.jp/mailmagazine　か、右のQRコードから！
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